
　ぶぎん地域経済研究所は武蔵野銀行と共催で
3 月 6 日（金）、さいたま市大宮区にある清水園
で、第 2 回 ぶぎん経営者クラブ会員交流会を開
催しました。
　ぶぎん経営者クラブは、1997 年 7 月、武蔵野銀
行が法人向けサービスの拡充を目的に立ち上げた会
員制組織で、現在は、ぶぎん地域経済研究所を通じ
て、各種セミナーの企画・実施をはじめ、コンサル
ティングサービス、ぶぎんレポートの発刊など、様々
なサービスを会員向けに提供しています。会員交流
会は、ぶぎん経営者クラブの新サービスとして実施
したもので、当日は 100 人を超える企業経営者など
の会員が参加しました。第一部の講演会では武蔵野
銀行の長堀和正頭取より「当行はこれまでにも、支
店ごとに、地域のお客様にご参加をいただく交流会
の活動に、取組んで参りました。この会員交流会は、
これまでの取組みに加えて、支店や地域の枠を越え
て、幅広い企業様が、情報交換やネットワークづく
りにご利用いただく『新たな場』になればと、始め
させていただききました。」と挨拶がありました。
　続く、第二部の交流会の冒頭、ぶぎん地域経済研
究所の小山和也社長から「今年度は、過去最多とな
る塾生が修了を迎えられました。明日からは、未来
の経営者、経営幹部として、是非、頑張って社業に
励んでいただければと思います。」と挨拶、続く乾
杯では同研究所の大西浩一郎専務取締役が発声し、
和やかに会が始まりました。会には、講演会で講師

を務められた岡三証券株式会社グローバルリサーチ
センター特別顧問エグゼクティブエコノミストの嶋
中雄二氏にくわえて、武蔵野銀行の長堀頭取をはじ
めとする銀行役員が参加し、会員との談笑に花を咲
かせました。
　また当日は、次世代の経営幹部を育てるぶぎん経
営幹部養成塾の修了式も清水園で行われ、会員交流
会には修了生 38 人が参加し、先輩経営者たちと交
流が行われました。会の途中では、修了生を代表し
て、株式会社梅林堂、代表取締役社長の栗原久直氏

（写真左）と、東松山紙器工業株式会社、取締役の
曽根岡舞子氏（写真右）が挨拶をしました。養成塾
で学んだ経験や想い出話を披露し、大いに場を盛り
上げました。ぶぎん地域経済研究所では、2026 年
度以降も継続して会員交流会を開催して参ります。

ぶぎん経営者クラブ
第２回会員交流会 開催

　2つ目は、マッチング機会の提供です。ジェトロは年

に2回程度、グローバル人材と企業さまのマッチング機

会創出の一環として、合同企業説明会を開催しています。

これにより、企業単独では接点を持ちにくい優秀な人材

との出会いを提供することができます。

　3つ目は、採用後の定着支援です。言語や文化の違い

による入社後のミスマッチを防ぎ相互理解を促進するた

め、企業と人材双方に対してコミュニケーションや職場

環境改善のアドバイスを行います。また、企業交流会等

のイベントも企画しており、高度外国人材の採用や育成

に関する共通の悩みやその対応について、参加者同士で

共有いただくことができます。採用だけではなく、企業

に定着し、永く勤めてもらうための組織作りをすること

で、離職率を低下させるのみならず、企業に高度外国人

材を受け入れる土壌を形成していただきます。

　この支援を受けた企業は実際に高度外国人材の採用

に至っており、その後は支援で得たノウハウを活かし

独力で採用活動を行えるようになっています。人材不

足が深刻化する中、単なる採用ではなく、戦略的な採

用が求められています。この伴走型支援は、企業がグ

ローバル競争力を高めるための強力なツールになり得

ます。ご興味のある企業さまは是非、ジェトロ埼玉ま

でご相談ください。

　近年、多くの企業が人手不足に直面し、企業の外国人

材採用への関心はより高まっています。こうした状況の

中でジェトロでは、在留資格「技術・人文知識・国際業

務」を有し、高度な専門性やスキルを持つ「高度外国人

材」の採用を後押しする支援を行っています。

　この伴走型支援の特徴は、単に外国人材採用に関する

情報提供をするだけではなく、専門知識を備えたコー

ディネーターが企業に寄り添いながら継続的にサポート

する点にあります。具体的には、まず企業のニーズや業

務内容を丁寧にヒアリングし、必要とされるスキルや経

験を明確化します。そのうえで、採用戦略の策定、人材

要件の明確化、候補者とのマッチング、さらには採用後

の育成・定着まで、企業が安心して高度外国人材を受け

入れられるよう総合的に支援します。

　このサービスを活用するメリットは大きく3つあります。

　1つ目は、専門的な知見を活かした採用の効率化です。

高度外国人材の採用には、在留資格や労働法規など複雑

な要素が絡みますが、これらの知識を有するコーディ

ネーターに相談できるほか、必要に応じて行政書士や弁

護士などの専門家と面談も行えるため、採用の準備をス

ムーズに進めることができます。

みなさまの海外展開を私たちチーム埼玉がサポートします！

定期的に開催される企業交流会の様子

　ジェトロ埼玉では、主に農林水産物・食品の輸出促進、
県内企業の海外展開支援や専門家による伴走型支援、イ
ノベーションの創出支援などの活動に取り組んでいます。
　今回は「高度外国人材活躍推進コーディネーターによ
る伴走型支援」についてご紹介します。

埼玉から世界へ！ －その 5 －

日本貿易振興機構（ジェトロ）埼玉貿易情報センター

●シリーズ●

詳しくはこちらをご参照ください ▶▶

ぶぎんレポートNo.309　2026年 5月号 31




